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１．はじめに 

 近年，多偏波かつ干渉可能な合成開口レーダ(ＳＡ

Ｒ)が開発され，基礎研究に加え様々な応用研究に利

用されている。ＳＡＲデータから物理量を推定する

場合，標準ターゲットとしてコーナーリフレクタ(Ｃ

Ｒ)を観測し校正係数を得る。本研究では，構造を簡

単化し入手性の高い材料を使って，設置時に組立・

分解が可能なＣＲを設計・製作し，その性能を評価

することを目的とする。 

 

２．ＣＲの特徴と役割  

ＣＲは構造と設置方法が簡単であり，既知のレー

ダ断面積をもつ必要がある。そのため，３枚の金属

板を互いに垂直に組み合わせた３面ＣＲを利用する

ことが多い。一面が一辺aの正方形で構成される３

面ＣＲの場合，レーダ波長をλ とすると，レーダ断

面積の理論値は， 24 /12 λπσ a= [m2]で与えられる。

ＳＡＲデータから求まるレーダ断面積の計測値と理

論値とを比較することによって，ラジオメトリック

校正の係数を求めることができる。また，設置場所

が正確に測定された複数のＣＲの位置関係から幾何

補正にも利用できる。 

 

３．ＣＲの製作と設置方法 

本研究において設計したＣＲは，図１に示すよう

に塗装コンパネ３枚にそれぞれ800×800mmのアルミ

シートを貼り，互いに垂直となるようにＬ字金具９

個で固定する構造である。さらに，スジカイを３本

入れ面同士の垂直性とＣＲ自体の強度を確保し，ロ

ープによる固定用穴と底部に水抜き用の穴を開けて

いる。また，保管と輸送を考慮し，組立・分解可能

な構造となっている。 

 ＣＲを設置する場合，レーダ波の反射量を大きく

するため，ＣＲの開口面がＳＡＲの進行方向と平行

となり，かつ，入射角が55°付近となるように設置

角度を調整する。ディジタルコンパスとスラントル

ールを用いてＣＲの角度をブロックにより調整し，

図２に示すようにロープを使って４箇所で固定する。

ＣＲの水平位置はＧＰＳナビゲータにより精度10m以

内で測定する。 

 

４．Ｐｉ－ＳＡＲ観測実験 

 2004年８月２日に実施されたＰｉ-ＳＡＲによる香

川県地方の観測実験にあわせて，４個のＣＲを設置

した。ＣＲは，空地や畑など周りに大きな後方散乱

係数をもつ物体のない場所を選び，(ア)高松市仏生 

 

山町，(イ)国分寺町，(ウ)綾歌町，(エ)満濃町を設

置した。 

 ＸとＬバンド(ＨＨ偏波)のレーダ波を用いて(ア)

を観測したＳＡＲデータに積分法を適用してレーダ

断面積を計測した結果，それぞれ39.81[dB m2]，

24.97[dB m2]となった。ここで用いた観測値は公称

校正係数による校正済みのデータである。(ア)の入

射角は37.7°であり，その場合のＰｉ-ＳＡＲの解像

度を考慮した３面ＣＲのレーダ断面積の理論値は，

Ｘバンド 41.95[dB m2]，Ｌバンド 24.43[dB m2]であ

る。レーダ断面積の誤差は，それぞれ-2.14，

+0.54[dB m2]となり，他のＣＲも同様な値となり，

製作したＣＲが十分な性能を持つことが示された。

また，各ＣＲは観測画像上で点ターゲットとして明

確に再生されている。 

 

５．まとめ 

 本研究において製作したＣＲは，簡易な構造であ

るのにもかかわらず，観測実験の結果から利用可能

であることが明らかとなった。今後，人工衛星用Ｌ

バンドＳＡＲに対応するようにＣＲを改良する必要

がある。 

図１ ３面ＣＲの設計図 
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図２ ＣＲ（ウ）の設置状態（香川県綾歌町） 


